
日本 家 庭 科 教 育 学 会

第 4 8 回  大 会 プ ロ グ ラム
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会場  群 馬県前橋市 前 橋テルサ
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2 0 0 5 年 4 月 2 8 日

日本家庭科教育学会会員各位

会員所属機関所属長殿

日本家庭科教育学会

会長  佐  藤  文  子

第 48回 日本家庭科教育学会大会のご案内

薫風の候、皆様方にはますますご清栄のことと存じ上げます。

さて、日本家庭科教育学会では第48回 大会を下記の通り開催いたします。会員各

位の参加により、充実した研究交流と教育についての情報変換が行われますことを期

待しております。

所属機関におかれましては、会員の大会参加に、ご高配を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げますc

大 会 要 項

1 期  日   2005年 6月 25日 (土)～ 26日 (日)

2.会  場   群 馬県前橋市 前 橋テルサ

〒371-0022  前 橋市千代田町2丁 目5番 1号

T e l ( 0 2 7 ) 2 3 1 3 2 1 1

3  日 程  第 1 日 6 月 2 5 日 ( 土)

9 : 3 0 ～ 1 2 : 0 0   研 究発表

13i40～ 14i50  総 会

15100～ 16:30  講 演会

17:00～ 19:00  懇 親会

第 2 日 6 月 2 6 日 ( 日)

9130～ 1li30  研 究発表

1li30～ 12:30  ポ スター発表

12:00～ 13,30  新 1日役員連絡会

13145～ 16:00  ラ ウンドテーブル

4 参 加費  正 会員   5000円 (事前)  6000円 (当日)

学生会員  3000円 (事前)  3500円 (当日)

非会員   6000円 (事前)  6500円 (当日)

学生非会員 3500円 (事前)  4000円 (当日)
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【日匪醗与'弱

【第1日午前 9i30～ 12:00 第 1会場 (つつじの間)

座 長  福 田 / A R 子

1 衣 生活システムの概念を導入したマ′じケ メディア教

材の開発

小学校における1学年児童の通引眼 (利]岡 の着用

実態 一 着衣形態およU培 用能力を中心として
一

地域教材 (琉球耕)を生かした中学校豹遷科実践
-4つ の動機づけの視点から一

着るものを製作する授業の課題
一高等学校でのマフラーづくりの授業観察を通して

一

長  滝  山  桂  子

日本人学校の児童。生徒の家遷科観
―ロンドンおよびパリロ本人学校の事例をもとに―

学生がとらえる列廷科から探る家庭科教育の課題と

瑞 旨性

占領下日本における高等学校豹副 教育政策の評価

について

長  綿 引 伴 子

ホームプロジェクト学習の指導方法に関する研究
―短大生を対象とした授業実践を通して一

高校生のジェンダー ・アイデンティテイ形成に関す

る要因分析

10 中 等学校家庭科授業開発研究 (第4学的

郷市立彦糸中学校

上越教育大学

上越教育大学 (院生)

1訂‖大学教育学部

琉球大手教育学部

宮城教育大学

東京学芸大学教育学部

横国大学院 (院生)

横浜国立大学教育人間科学部

広島大学大学院教育学研究科

○松尾 美 江

滝山 桂 子

篠 様

福田 典 子

富士栄 登 美子

中屋 紀 子

池崎 富美恵

○野県 1貴太郎

鈴木 敏 子

柴 静子

座

　

　

８ 青山学院女子短期大学

水沢第一高等学校

岩手大学教育学部

新潟県立長岡大手高等学校

岡山県牛窓中学校

岡山大学教育学部

安藤 美 紀子

〇多国 福 子

長澤 由 喜子

佐藤 ゆ かり

三浦 聖 子

○鶴  園
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【第1日午前】9:30～ 12:00 第 2会場 (けやきの間

座 長  鳥 井 葉 子

11 開 発した子ども用包丁の技能習イ暑
―ヽブ)効果

―硬さの異なる被切断物の切断―

12 家 庭科教育と食育
―栄養教諭制度の導入と小学校家庭科担当教師の

意識一

13 小 学校の食教育における家庭との連携方法の検討

座 長  日 景 弥 生

14 中学生の食生活環境と味覚との闘菫

中学生の自由献立による調理実習と調理技術につ

いて明 耽 第 2詢

実感を重視した家庭科指導の追求
―家族を核とした食分野の授業の試み

一

長  中  屋  紀  子

生活技術の習得過程について
一刻遷生活での実践と自信度との関連性を中心に

一

高校生のダイエットに関する意識と実態

中国地方の専門高校における教科 「家庭」の現状
―食分野を中′出こ一

デューイ実験学校のカリキュラムにおける 「食」

実践の位置づけからみる刻遷科教育における 「亀

実践

広島大学大学院 じ詮う     ○ 西 智 子

広島大学大学院教育学研究科    伊 藤 圭 子

奈良教育大学

福井大学教育地域科学部

上越教育大学生活・健康孫

上越教育大学

大妻女子大学人間生活科学研究所

秋草学園短大

君津市立外箕輪小学校

千葉大学教育学部

鈴木 洋 子

1札井 紀子

得丸 定 子

○鈴木 智 子

○小島 章 子

平山 素 子

○鈴木 真 理子

佐藤 文子

16

座
　
　
１７

18

19

東京学芸大学附属養護学校

東京学芸大学教育学部

お茶大人間文化研究科 (院匂

くらしき作陽大章饉財ヒ学部

くらしき作陽大学食文化学部

くらしき作陽大学食文化学部

くらしき作陽大学食文化学部

くらしき作陽大学食文化学部

西福山病院

くらしき作陽大学食文化学部

敬和学園大学人文学部

○佐藤 希

大竹 美登記

藤田 智 子

○福田 公 子

貴志 倫 子

山本 奈 美

高木 弘 子

諸岡 浩 子

′トサ1 見 恵

長石 啓 子

伊藤 敦美
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【第2日午ぽ問 9:30～ 11:30 第 1会場 (つつじの間)

座 長  中 西 電 夫

21 家 族学習における心判別が児童・生徒の家族観に及

ぼす影響

22 二 度の幼児とのお、れあい学習における中学生の学び

23 保 育体験における高校生の意識変化と保育体験につ

いての周囲の意識
―総合的な学習の時間での保育―

父親の刻廷関与と児童の刻廷生活におけるイ千動との

関連

長 野 田 文 子

高等学校 「家庭基礎」カリキュラムの開発

特色ある取り組みからみた特別支援教育における家

庭科の検討

家庭科教員養成における模擬授業実践を取り入れた

教育法ブ
iロ
グラムの検討

初に者教員の授業改善に関する研究
一授業を進める意思決定プロセスの視点から一

前橋市立前橋高等学校

白打橋市立佐野小学校

辞弓県教育委員会中部教育事務所

高崎市立豊岡小学校

辞馬大学教育学部

群馬大学教育学部

千葉市立椿森中学校

千葉大学教育学部

金沢大学大学院 (院生)

金沢大学教育学部

滋賀大学教育学部

信サ|‖大学大学院教育学研究科

信州大学教育学部

くらしき作陽大学

広島大学大学院教育学研究科

新潟大学教育人間科学部

八千代市立米本南小学校

千葉大学教育学部

座
　
　
２５

26

27

28

○佐藤 聖 美

梅木 佳 代

三好 玲 子

吉田 舞

1購 彩子

上里 京 子

〇網  育 イく

1難 葉子

O河 岸 美 穂

綿引 伴 子

田中 宏 子

〇月ヽ日 倫 子

松岡 英 F

十扇田 館

0伊 藤 圭 子

高木 幸 子

〇庄司 主 子

佐藤 文 子

【第2日午前】9:30～ 11:30 第 2会場 (けやきの間)

座 長  乗 本 秀 樹

29 小 学校高学年における消費者教育に関する研究
―菓子の消費実態調査から一

30 高 等学校痢廷科教育における自己実現と経済的自立

に関する授業設計

船橋市曽密申南小学校

腿 教育大学

香サ大学教育学部

〇近藤

滝山

テ占右寸

鮮
懐
　
　
篠
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座
　
　
３３

81 企 銭教育におけるメデ ィア・リテラシー育成のため

の基礎的研究

32 /と活設言十と高校生のF+ LヽI二向|十てヴ)課題

長 榊 原 典 r

学校設定科口 「ライIアチ■インJの 授堆実践
―インターンシンフげ攻 施を通して一

人学生における十1:会ツ、としてげ)白党 ・責任に関する

実態

若者が生活を捉える視党に関する質的研究
―グランデッド・セォリー ・アブローチを用いた分

析一

大学生にお|するベ ントとヘツトロスに関する意識調

査

東京学芸大学 (事的

東京家政大学

千葉大学教育学部

日本女子大学

代京学去大学附属'企ヽ 井中学校

辞馬大学教育学部

「葉県立流山南高年学校

殴|モ県立第 墳 護学校

千葉大学々邦先 (院生)

千葉大学教育学部

都立葛西南高等
デ
l‐l交

千葉大学教育学部

胆 教育大学

L越 教育大学 (学生会員)

O妹 尾 理 子

青木 幸 子

|チ藤 葉子

F杓軍予 ネ己千

佐藤 麻 子

渡退 彩 F

仲田 郁 子

香川 実 恵子

〇飯塚 比 奈子

に轟 文子

0荒 井 き よみ

伊藤 葉 子

0得 九 定 子

川島 名 美子



【ポスター発表】

【第2日】 11:30～ 12:30 (けやきの間ロビー)

自立と共生の視点からみる児童・生徒の生活意識と

難

例眼製作学習における用具の改善
―女子学生のミシンモニター調査から一

調理実習を学ぶことの意義
―調理実習の分析考祭から一

「食の安亀 に焦点をあてた消費学留の授業開発
―これまでの学習の検討と授業試案の作成一

保育園児の母親の養護性と中学・高校 『家庭科』保育

領域の学習経験との閣菫

高等学校にお|する日常生活の環境問題を題材にした

授業開発

教員養成における 「教育実署J履 修前後での
~実
践

参力鳳型授業」の意義

麺 半の教師がグループで学ぶということ
一 「烈き科の授業を倉」る会」の21年 の歴史と活動―

感 毅 簿

青山学院女子短期大学

千葉大学

茨城大学

日本女子大学

東京学芸大学

蛇のロミシンエ業 (株)

東京学芸大学教育学部

お茶大附属中 (チD

埼玉大学教育学部

海城高等学校 (非)

三輪田学園 (非)

千葉県立柏北高等学校 (チD

筑波犬附属坂戸高等学校 (非)

愛媛大学教育学部

金沢大学教育学部

信州大学教育学研究科 (院生)

イ訂‖‖大学教育学部

東京家政学院大学 (非)

福岡工業大学

東京学芸大学 (非)

静同大手教育学部

吉331司大学教育学部

千葉県立れ山高等学校

女子手暁Ⅲ・寺幸学校 (非)

お茶大怖属■ 1羊)

青木 幸 子

安藤 美 紀子

石井 克 枝

岩崎 締

内野 紀 子

妹尾 理 子

鋼
廟
末薩

多恵子

千葉 悦 子

河本寸 美穂

小倉 礼 子

松井 洋 子

松岡 文 子

刀ゞ青水 貴 子

杉村 桃 子

綿引 伴 子

D 依田

岡野
察
階

齋藤 美保子

井元 り え

妹尾 理 子

/ 1 ヽ
) | 1  裕子

吉原 崇 恵

仲田 郁 子

中本寸 恵 美子

千葉 悦 子

日景 弥 生男女混合名簿実施校と末実施校における児童と保護   弘 前大学教育学部

者のジェンダー観
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〈 講 演 会 〉

テーマ:「発達脳科学研究の現状」

乳児期の発達過程、運動学習、それらに関わる脳のメカニズムに関する研究知見

から家庭科教育への示唆を得るc

講 師 :多賀厳太郎氏 (東京大学大学院教育学研究科助教授)

日 時   6月 25日 (土) 15:00～ 16:30

会 場  群 馬県前橋市 前 橋テルサ ホ ール

プロフィール :平成元年、東京大学薬学部卒業。平成 6年 、東京大学大学院薬学系研究科博士

課程修丁て京都大学基礎物理学研究所学振特別研究員、ボストン大学神筋研究

所博十研究員、東京大学大学院総合文化研究科相関基礎科学助手、カリフォル

ニアエ科大学 HFSP短 期フェローなどを経て、平成 12年 より東京大学大学院

教育学研究科講師、平成 16年 より現職。

くラウ ン ドテープル〉

〈ラウンドテーブル 1(RTl):実 押・体験の意義を問い直す〉  つ つじの問

被服製作、調理実習、高齢者や Pど t)との触れ合いなどの実践的 ・体験的な学習活動は、

真に児童,生徒の生活に4比かされているだろうか.実 習し体験することに留まることなく学習

理念が員かれるにはどうしたら―点いか、現況の問題点を整理し、課題を考えたい.

〈ラウンドテーブル 2(RT2):人 間関係のスキルを育む〉  つ つじの間

昨今では、関係性を築く11でトラブ′レを抱えている子どもが多いことが報告されている.

そうしたなかで、家庭科の授業が人間関係スキルを育めるのか、育めるとしたら、どのような

日賄ヒ十生や発展が考えられるブ)か〕本ラウンドでは、これらのことをテーマとし、活発な意見交

換を行いたいぅ

(ラウンドテーブル3(RT3):子 どもの消費生活をめぐる課題を探る〉けやきの間

市場における消費者としてマーケティングの標的とされる現代の子どもたち。消費者教育

実践報告を通して、メディアリテラシーの育成等子どもたちを取り巻くさまざまな課題を検討

したい。

〈ラウンドテーブル 4(RT4):授 業研究の方法論を検討する〉けやきの間

子ども・教師・教材などが複雑に絡み合う実践をもとにして授業をとらえ直すためには、ど

のような方法を用いればいいのか、「授業から読み取りたいこと」と 「読み取る方法」の関連

を、これまでの授業研究の方法論 Lの問題点を出し合いながら探つて生きたい。
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○研究発表をされる方への連絡事項

1)日 頭発表

1.配 布される印刷物は、発表番号と氏名を明記し、必ず 200部 以上用意して当日早めに受付ま

でご提出ください。

2.研 究発表の時間は 12分、質疑応答の時間は2分 、質疑のない場合は 14分 まで発表できます。

この時間には資料配布等の時間も含んでいます。発表時間が厳守されないとスケジュ
ールが

乱れますから、是非ご協力をお願いいたしま曳

3.発 表時間 10分経過後第 1鈴、12分経過後第 2鈴 、14分経過後第3鈴 をもつて合図とします。

4.同 一題目で連続 して研究発表をされる場合には、質疑を最後にまとめることがありますので、

ご了承ください.

5.研 究発表中止の場合、できるだけ早めに連絡してください。その後の発表の繰上げはいたし

ません。

2)ポ スター発表

1 発 表 1題 につき、ノくネル 1枚 (使用有効面 :横 110cm× 縦 170cm)で すっ発表者は

指定されたノくネルに、説明文、図、表、写真など、自由にレイアウトをしてください。

2 演 題日、所属、氏名の表示は、上部 20cm程 度で各発表者が準備してくださいっ

3 ポ スター発表は大会第2日 目、6月 26日 (日)の 11:30～ 12130を 予定しています。発表

者は、この『寺間の間はポスターの傍らに待機してください。

4 ポ スター設営の際、ポスター展示会場にて受付を済ませてください。設営は前日 (25日 )

9130か ら12100ま でに行つてください。

5 ボ スターは、ビンか画鋲で貼つてください。ピンか画鋲はご持参くださいっ

6.ポ スターの撤収は、各自で行ってください。くれぐれも、セッション進行中は撤収しないで

ください.

3)ラ ウンドテープル (RT)の ご案内

第 48回 大会では、昨年の大会でご好評をいただいた 「授業実践交流」をさらに発展させ、初

の試みとして、下記の4テ ーマに基づく 「ラウンドテーブル (RT)」 を設定します。

ラウンドテーブル (RT)の 主役は、小・中・高校で家庭科を担当する教師たちです。各RT

のテーマに基づく話題提供者の先生によるご提案を受けて、そのテーマに関する家庭科教育実

践の課題について、考え合っていきたいと思います。なお、ラウンドテーブルが活発な議論の

場となるように会場を設営する関係で、報告希望者はご自身の報告をご用意の上、事前の申し

込みをお願いします。当日報告受付も可能ですが、事前申し込みの方を中心に討論を進めます

ので、当日受付による報告者は、ご発言の機会が限られてしまうことをご承知おきください。

期限までに報告申し込みをしてくださつた方々の内容を冊子にまとめて、大会参加者全員に

配布する予定です。宅助射舞市が元気になれる
"場
となることを願いつつ、このたびのRTを 企

画いたしました。

○学会の各地区で作成された報告書,年 報や、個人、研究室等の資料、出版物で配布、販売したい

ものがありましたら、コーナーを設けますので、ご活用ください。なお、配布、販売等は、各自

の責任でお願いします。
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1            懇 親 会

'    日  時   6月 跡 目 (土)  17i00～ 19:00      1

ヶ    会  場    |す やきの問                      ,

ケ    会  費    事 前申し込み  5000円                !
1           当 日申し込み  6000円                 |

1    全 国からお集まりになられました皆様方と情報交換をし、懇親を   ,
,   深 めたいと存じます〔短い時間ではございますが、多数のご出席を   |
'   お 待ち申し_LIずております。


